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ボーリング柱状図
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粘土化した火山灰土である。
0.00～1.00mは木根、木片を含み
乱されている。
1.00～2.50mは均質である。

[2.50]礫混じり粘性土である。
2.50～3.30mは強風化安山岩礫を
含む。ロ－ム質粘性土。
[3.30]3.30～5.65mは部分的に弱風
化暗山岩礫を含む。
4.50～5.65mは安山岩礫を多く含
む。

無水掘削で表面は粘土化している
が岩の組織を残す。
細粒である。塊状である。
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